
6
市債権の適切な管
理

　債権管理条例に基づき、時効件数を対前年度より
減少させることを目指し、債権所管課に対して適切な
助言、指導を行い、市民間の公平性の確保と市債権
の保全を行っていきます。

　債権管理条例に基づき、債権所管課に対
して適切な助言、指導を行い、市民間の公
平性の確保と市債権の保全を行いました。
結果、時効件数は0件でした。

Ａ

【達成度】　Ａ…100％　Ｂ…80％以上100％未満　Ｃ…50％以上80％未満　Ｄ25％以上50％未満　Ｅ25％未満
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市長室・政策経営課・課税課
収納課（債権管理担当含む）

69人

部の概要

　地方行政は、来る２０２５年に備えるべく大きな転換期を迎えています。政策経営部は、市長のトップマネジメン
トを補佐し、行政運営全般においては、超高齢社会を見据える中で施策を構築していきます。
　また、平成２７年度予算は、「３６５日２４時間安心・安全のまちづくり」を推進し、まちの価値を高める事業に重
点配分を行っています。これらの事業が着実に実施されるよう進行管理を行い、併せて、これらの事業を継続す
ることができるよう、更なる市の財政基盤を整えていきます。特に、本年度は、今後の市のまちづくりの方向性を
示す「総合基本計画(基本構想・基本計画)」の策定が本格化します。この策定に当たっては、広く市民の方々等
の参画を得る中で、予算編成の際に掲げた「未来の礎をより強固に、そして、未来へ一人ひとりが責任を持ち、
思考し、行動する」ことを旨に取り組んでいきます。
　また、平成２６年度に組織化した男女平等・人権・平和についても着実に成果をあげていきます。

　

№ 項目

市財政の健全化

具体的内容

　国立市総合基本計画(第５期基本構想・第１次基本
計画)については、審議会を設置し、３月議会提案を
目指します。なお、タウンミーティング、シンポジウム、
パブリックコメントなども活用し、多くの市民の参画を
得て策定します。

国立市総合基本計画については、基本構想
に関しては、平成２７年５月に基本構想審議
委員会に諮問を行い、平成２８年１月に答申
受け、３月定例会で議決されました。策定に
当たっては、タウンミーティング、パブリックコ
メントも活用し、市民参画を得ました。併せ
て、基本計画についても、策定できました。

達成状況（年度末評価）

1

5
市税及び国民健康
保険税の納税率の
維持・向上

3
市政情報の戦略的
な発信

4
男女平等・人権・平
和施策の推進

達成度

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

財政健全化の取り組み方針・実施細目に関しては、「公
立保育園民営化・ごみ有料化・国民健康保険税の赤字
繰り出し抑制」への取り組みが始まり、統括的なマネジ
メントができました。事務事業評価委員会・財政改革審
議会の運営も予定どおり、実施できました。ただし、事務
事業評価委員会の答申内容を当初予算のは反映でき
なかったことは反省点です。財政健全化条例は、３月定
例会で制定しましたが、全庁での検討ができなかったこ
とは反省点です。

基本構想・基本計画
の策定

2

Ｂ

広報担当においては、ＬＩＮＥやツイッターな
どを活用するなかで、情報発信を行いまし
た。ホームページに関しても、新年度のリ
ニューアルに向け関係部署との調整を行い
ました。プレスリリースは、８７件でしたが、さ
らに積極的な情報発信が必要と考えます。

第５次男女平等推進計画は、平成２８年３月に推
進委員会から答申をいただきました。少し遅れま
したが、４月には、計画として策定する予定です。
オンブズマン制度の制度設計は、審議会におい
て慎重な審議が行われており、年度内完了はで
きませんでした。くにたち原爆体験伝承者育成プ
ロジェクトは無事１９人が修了しました。

　第５次男女平等推進計画を推進委員会のもと年度
内に策定し、(仮)男女平等推進条例の制定に向け、
準備に着手します。人権オンブズマン制度創設に向
け、審議会を設置し、年度内に制度設計をします。く
にたち原爆体験伝承者育成プロジェクトは、年内に修
了し、各種平和事業に参画していただきます。

　一般任期付職員を中心に広報を政策として位置づ
け取り組みます。広報担当は、市内に積極的に取材
に出ることにより、得られた情報を多様なチャンネル
で発信し、プレスリリースは年間８５件以上を目指しま
す。

　財政健全化の取り組み方針・実施細目の実施、事
務事業評価委員会の運営、財政改革審議会の運営
を総合的にマネジメントします。また、財政規律の指
針となる、(仮)財政健全化条例を年度内議会提案を
目指します。

市民の皆様のご理解とご協力をいただく中
で、平成２６年度決算において市税に関して
は、確定値ではありませんが、全国では２位
となる見込みです。国民健康保険税は、引き
続き２６市で１位でした。市民の方々への対
応は、丁寧に行ったところです。

　平成２５年度決算において、市税を納めていただい
た率が全国１位となったところであり、平成２６年度決
算においてもトップを目指します。国民健康保険税
は、引き続き２６市１位を目指します。なお、市民の方
への対応については、丁寧な対応を基本とし、生活支
援が必要な場合は、速やかに関係部署と連携してい
きます。


